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生体摸の構築は， 長い間 Robertsonの単位膜説で代表されるように， 摸構成
分の分析結果に基づいて，膳質分子の連続二重層を s-ひだ折れ構造のタンパクが
覆うといういわゆるサンドイツチ構造の比較的静的概念で終止していたが，近年
分析機器 (ORD，CD，IR，NMR)の急速な普及iこより， 膜タンパク質のコンホ
メーション〈配座)研究成果が相継ぎ，その α・ヘリックス構造及び詣質の限定流動
性を中心として，摸の非連続性， あるいは涜動モザ、イク性モデルが提唱され，ま
た形態面においても生体摸疎水面を凍結議砕によって特異的に露呈させる freeze- e 
fracture analysisの導入により，電顕的に膜詣質，タンパクの不均一記声a，asy四 
mmetryの実際が示されるようになった。
近年， このような活発な薪究活動の現況を反映してシンポジウム記録， 分担執
筆書の発刊が多くなってきたが，本書は1976年，フランスの Gringnonで、行われ
た形質襲機能に対する構造的， 動力学的研究会議の揺待講義記録である。内容詰
物理学的， 生物学的技法で解析した成績託基づく， 生体摸構造と機能に関する理
論的考察で高度のものであるが， 現在この分野で仕事を続けられている研究者に
とっては啓発される点は少なくないものと思われる。以下， 第単にその論題を紹
介する。 
1. 生体護の共調的過渡状慈の分光学的研究 (D.F. H. Wal1ach，米 Tufts
大放射譲治療学)，ラマン分光(散乱うもによる定性分析)，電顕等による設界震のま
域協調効果.可変範囲の検出。 
2. 指質二重震と生体摸の domain (設定領域〉形成 (E.Sackmann et al.， 
独 Ulm大実験物理学).リどド相の準液晶状態の電子スピン共鳴等による研究。 
3. 詣ー詣，詣ータンパク相互作用の最近の物理化学的研究 (W.Stoffel et 
al.，独ケノレン大物理化学).高密度リボタンパクの分光学的，雲、顕的研究0 
4. 動物細胞形質襲構築の諺鋳(E. L.Bendetti et al.，パリ大， 分子生物研
電顕部門).摸内タンパクの形態的変動性の研究。 
5. タンパクー脂賓相互作用:凍結破砕とスピン標識研究 (W.Kleemann，グ
ッチングン・マックスプランク生物物理化学研).再構成系における膜タンパクの
温度依存性変動。 
6. 麗タンパクのロドプシンの形と落解性 (Ch.Sardet.仏，動物明生物部〉。 
7. RNA腫蕩ウイルス一転換細抱形糞膜の生物学的，生化学的変化(H.Bauer 
et al.独 Giessenウイルス研)。 
8. 生体摸の詣質講成(].A. F. Kamp et al.，龍ウトレヒト大生化学)，赤血
球摸モデル摸，細菌に対するホスホリバーゼの作用。 
9. 正常及び彊療転換細胞摸の密震依存性増殖制郵と詣質移動注 (C.Nicolau 
編者， et al.，独ノレー Jレ・マックスプランク炭素研放射線部)。 
10. ATP 71<解と Na，瓦輸送の共役(].C. Skou，J Aarhus大生理〉。 
11. 変異体紹胞の膜欝素の変調(L.Lelievre et al.，仏 Grignonウイルス免
疫研.摸酵素系機能の“ pleiotypic(多型性)response" の概念に脂液構造の液
性を考恵した最近の“ mobi1ereceptor hypothesis "に対し，種々のリガンドを
用いた実験的解析。 
(S.の活性化機序adenylatecyclase甫乳動物腎のパゾフ。レシン感受性112. 
Jard et al.， (パヲ collegede France，細胞生理窃)。腎髄質穎粒成分によるホJレ
モン受容体と cyclaseの相互作用。 
13. 再講成 Caポンプの分子構築 (G. B.Warren & J. C. Metcalfe，ケンブ
リッジ大生化学).窮小臆体詣質 (50種)を 2告のリン指質で置換し ATP依存性 
Ca蓄環とその非特異性 Ca*外方流速の抑制の解析(蘇生芳郎〉
〔千葉医学 54，18，1978) 
